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研究実績 

の概要 

【背景】 

 看護基礎教育は、社会状況や疾病構造の変化に合わせて教育内容や方法の見直しが行わ

れている。2019年に提示された看護基礎教育検討会報告書1）では、教育体制・教育環境等

の見直しのポイントとして、「学生が主体的に学ぶことができる教育方法の推進」、「情

報通信技術の進展等の変化に伴い、遠隔授業等の実施が可能であることの明示」等が示さ

れた。 

 学生の主体的学習について、田村2）は看護学生の主体的学習を促進する動機づけとして、 

「手順と根拠を考える」、「手本を見て学ぶ」、「臨床をイメージする」、「患者への 

配慮を考える」などの概念を挙げている。Kubo3）は看護系学生における主体的学習行動の

内容として、「教材を活用することで知識を整理し、スキルを高める」、「重要な学習の

ための時間を確保する」、「サポート能力を獲得できるよう練習する」などを挙げている。

また、駒井4）は学生が主体的に学習を進められる学習支援システムの構築を目的として動

画教材を作成したこと、86.3％の学生が視聴していたことを報告し、学習支援システムの 

有用性はアクセスしやすい環境等の利便性に影響されると述べている。これらの先行研究

より、学生の主体的学習を支援する教育方法の一つとして、アクセスしやすいオンライン

教材が有用であると考えた。 

 本学の看護学科では、2021 年度から看護技術教育用オンライン教材を導入し、学生が

時間や場所の制限なく動画等を視聴できる学習環境を整え、学習効果を検証している。こ

の教材に対する学生の評価は、理解度、満足度ともに高かった。また、「いつでもアクセ

スできてとても便利」、「動画を視聴することで理解しやすくなった」などの意見があっ

た。2022年度は、学生のアクセス数も大幅に増加し、学生がこの教材を利用して主体的に

学習していることが推察された。しかし、学生がこの教材を使用してどのような学習をし

ているのかという学習内容や、教材利用状況と学生の主体的学習との関連については明ら

かにされていない。 

【目的】 

本研究では、学生の主体的学習と看護技術教育用オンライン教材活用状況との関連を明

らかにすることを目的とする。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

【方法】 

対象は看護学科1～4年生の164名である。学生の主体的学習について、畑野・溝上 5）

による主体的な学習態度尺度を用いて質問紙調査を行った。オンライン教材の活用状況

は、教材の管理者ツールからデータを収集した。分析は、主体的な学習態度尺度の得点と

教材中のコンテンツへのアクセス数との関連の有無を検討した。本研究は、岡山県立大学

倫理委員会の承認を得て実施した（受付番号23-07）。 

【結果および考察】 

質問紙の回収数は54部、回収率は32.9％であった。主体的な学習態度尺度の得点と教

材中のコンテンツへのアクセス数には、負の相関が認められた（r=-0.394,p=0.003）。 

 学生の主体的学習を支援するために有効な教材活用方法について、さらに検討が必要で

ある。 
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